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肺拒絶反応時におけるT細胞と末梢細気管
支上皮細胞の細胞間相互作用の解析
外科第一講座
宮島邦治、中嶋　伸、田口雅彦、小中千守、
加藤治文、田中　満
【目的】T細胞は、拒絶反応時に主体をなす細胞で
あり、生体内を循環することで、外部の抗原刺激か
ら生体を防御していることが知られている。肺拒絶
反応の際には、元来血流中に存在するT細胞が、血
管内皮細胞に接着・遊走し、細胞外器質をへて、さ
らに気管支上皮細胞に接着・遊走し肺実質内に至る
（T　cell　recicuration）。拒絶反応時におけるT
細胞と血管内皮細胞（Human　Umbilical　Vein
Endothel　i　al　Cel　1＝HUVEC）及び中枢気道上皮細胞
（Human　Tracheal　Epithel　i　al　Cel　l＝HTEC）との
相互作用についての検討は行われてきた。しかし、
実際にT細胞と気道上皮が、相互作用起こす場は、
径2mm以下の細気管支レベル以下の末梢気道であ
る。今回我々は、細径ブラシ（OLYMPUS　l　BC－14C）
を用いることにより、末梢細気道上皮細胞の採取・
培養の方法を確立した。そこで末梢細気道上皮細胞
を用い、より生理的な状態での解析、つまりin　vi　vo
のRemodelingについて解析を行った・
【材料・方法】　（1）末梢細気管支上皮の採取及び
培養：Heal　thy　Donorの気管上皮細胞と末梢細気管
支上皮細胞を細径ブラシを用いて採取・培養を行っ
た。　（2）各種T細胞の接着能の測定＝培養された
末梢細気管支上皮細胞を各種サイトカイン（lFNγ、
TNFα、　l　L－1β）で刺激した後、ヒト末梢血より分
離したT細胞浮遊液を加え、fl　ow　cytometoryを
用いその接着能を定量した。（3）HUVEC、　HTEC
及び末梢細気管支上皮細胞上に発現する接着因子の
比較定量：同様に各種サイトカインで刺激の後、
flow　cytometoryを用い、　l　CAM－1の発現を定量し
た。【結果】T細胞の接着は、HUVECではTNFαに
より、HTEC及び末梢細気管支上皮細胞では、　l　FNγ
を用いた刺激により有意に増強した。lCAM－1の発
現の発現も同様の傾向を示した。　【結語】肺拒絶反
応時に出現するTcell　recicurationは、各種サイ
トカイン、血管内皮細胞及び末梢細気道上皮細胞上
に発現する接着因子により、regul　ationされるこ
とが示唆された。
　　臨床応用をめざした心停止ドナーから
　の肝移植の研究
　（東京医科大学外科学第5講座）内山正美，
　小崎浩一，松野直隠，出川寿一・，根本猛彦，
　櫻井悦夫，窪田基予子，竹内裕紀，小崎正巳，
　長尾桓
　（八王子医療センター救命救急部）池田寿昭
　（同病理学）足羽紀子，増田茂
　（東京薬科大学臨床薬理研究室）平野俊彦
（目的）我々は心停止ドナーからの肝移植を可
能にする目的で研究を行っているが、今回はド
ナーの条件を臨床に近づけるため、ショック状
態持続後心停止ドナーからの肝移植において
低温持続灌流保存法とpentoXifylline（PTX）併
用の有効性について検討した。
（対象と方法）体重25kg前後のブタを用いて
同所性肝移植を施行した。ドナーは二丁速度を
調節し収縮期圧60mmHgを60分以上続けた
後に心停止させ大動脈と門脈からユーロコリ
ンズ液で初期灌流を行い肝臓を摘出し、4群に
分けて2時間保存した。
　　保存法　　　　保存液・保存条件
1単純冷却法　　　UW液　4℃
：［［低温持続廻流法　Belzer曾s　gluconate液
　　　　　　　　　　門脈灌流8℃，8mmHg
■低温持続灌筆法　Belzer’s　gluconate液
　　　　　　　　　　肝動脈灌流8℃，60mmHg
IV上記断簡の保存液内にPTX　lg∠L添加
（検査項目）手術終了時に血中AST，：LDH，
ピアルロン酸（耳A），動脈血ケトン野比（AK：BR）
を測定した。H，：n：1，IV群では灌流液のAST灌流
町野中の肝血管抵抗を測定した。全山移植後
1時間に地生検し光顕，電顕像を比較するとと
もに生存率を検討した。
（結果，考察）手術終了時のAST，：LDH，　AK：BR
は1，H，IV群，VIII群の順で良好な結果を得た。
ピアルロン酸は1群に比べ他の群が高かったが
II群よりもIII，r▽群が低かった。48時間以上の
生存例は1群1／4（25％），ll群1／5（20％），皿群
1／5（20％），IV群5／8（62．5％）であった。以上より
ショック状態持続心停止ドナーからの肝移植
にはPTXを加えた肝動脈低温灌流保存がgr　aft
conditioningの面から有効であると思われた。
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